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平成20年度熊本県支部鶏病技術研修会開催 

 ８月２２日（金）、熊本県中央家畜保健衛生所にて平成２０年度熊本県支部鶏病

技術研修会が開催されました。各家保や関連法人から計６題の発表があり、特別

講演では神奈川県自然環境保全センターから講師を招き「養鶏農家への野鳥飛来

の実態」と題して講演して頂きました。 

【鶏病技術研修会とは？】 

 鶏などの家禽、およびその生産物の衛生に関する知識、技術の向上と普及を図

り、養鶏業の振興と安全・安心な生産物の提供することを目的とした研修会で、

全国の家保、養鶏業者、薬品関連会社、開業獣医師などから成り立っています。

熊本県支部でも毎年、各家保から話題を持ち寄り研修会を開催しています。 

 
当日の発表演題（全６題） 

１，「天草地域の鶏卵生産と鶏卵流通の現状」 

           天草家保 安田航ほか

２，「学校飼育動物（鳥類）の飼養実態調査 

    と衛生対策」中央家保 友枝沙紀ほか

３，「管内のキジ飼養農場における飼養状況 

  調査と衛生対策」城南家保 稲永敏明ほか

４，「ブロイラー農場の飼養衛生管理 

   の現状と課題」阿蘇家保 遠藤直子ほか

５，「ワクチンの投与法および投与回数の 

    変更による産卵率低下予防対策 

       ～鶏脳脊髄炎を中心として～」

           城北家保 崎村武司 

６，「採卵鶏育雛場で発生したＩＢＤの関与 

             を疑う腎炎型IB」

       （財）化血研 村川泰司ほか 

 

上：当日は多くの参加があり 

       活気にあふれていました。

下：当家保の安田技師による発表は 

       次項に掲載しております。
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＜卵の販売価格＞ 

天草地域の鶏卵生産と鶏卵流通の現状（一部抜粋） 

天草家畜保健衛生所 安田航 荒牧美喜雄 他

     家畜の異常を発見された場合はご連絡ください。 

     天草家畜保健衛生所 電話番号０９６９－２２－３６６８ 
！？ 

近年、天草家保管内では小規模の採卵鶏農家

数が増加傾向にある。そこで、天草地域の採卵

鶏経営の実態を把握し今後の家保としての関わ

り方を探る目的で、鶏卵の生産と流通の現状を

調査し、その結果を基に、今後の天草の養鶏と、

新たに期待される家保の衛生技術について考察

したのでその概要について報告する。 

＜調査方法＞ 

・アンケートによる聞き取り調査 

・実施時期は平成 20 年 7 月～8 月 

・対象は、飼養羽数 300 羽以上の採卵鶏農家 9

戸と、天草の 7 店舗の販売店 

 

○採卵鶏農家へのアンケート結果 

＜卵の出荷販売先＞ 

（1 戸の農家が複数の出荷方法を取っている。）

①個人(配達)7 戸 ②産地直売所 4 戸 ③飲食店

3 戸 ④スーパー2 戸 ⑤インターネット販売 2

戸(天草地域外へ販売。個数は天草産全体の 3%未

満) ⑥その他(保育園)1 戸 

＜経営上苦慮していること＞ 

①飼料・原油価格の高騰(7 戸) 

鶏卵輸送コストとしてのガソリンの経費削

減は困難、トウモロコシの代替飼料として飼

料米を使用する等、経費削減の模索中 

②卵の販売価格の設定(3 戸) 

諸経費の上昇により卵の値上げを検討して

いるが、消費離れを警戒して躊躇 

＜家保に望むこと＞ 

① 高病原性鳥インフルエンザ(HPAI)について

的確な防疫指導や情報提供 

② 各種疾病のワクチネーションの指導 

③ その他（農家同士の交流の機会や勉強会を

設けて欲しい、等） 

 

○販売店へのアンケート結果 

＜販売している卵の産地＞ 

全体の平均価格が 251 円、天草産の平均価格

が 312 円、天草産以外の平均価格が 231 円。天

草産は全体価格よりも 61 円高く、天草産以外は

全体価格より 20 円安く、天草産は天草産以外の

価格より 81 円高いと言う結果。 

＜販売店から見て売れる卵の条件＞ 

種類が豊富でサイズと価格のバランスが取れ

ているもの(スーパー)、価格の安いもの(農協系

小売店)、新鮮なもの、生産者の顔が判るもの(産

地直売所)。産地直売所では完売状態が多く、生

産量が需要量に追い付いていないため、天草産

の卵の一部が高値で取引されている原因となっ

ている。 

＜今後の採卵鶏農家＞ 

①「地元産」という強みを生かして供給を拡大、

②新鮮で生産者の顔が見える安全・安心な卵に

対するニーズに対応して行きながら、③地産地

消を推進し、④天草の地域性を活かした(山間地

を利用した平飼い、天草特産の魚や貝殻を使用

した飼料を給与したもの等)付加価値の高い鶏卵

を有利に販売する事が、生き残り策となると思

われる。 

＜家畜保健衛生所の役割＞ 

①従来より行ってきた衛生対策指導（農場に適

したワクチネーション等）、②生産物の輸送衛生

管理指導、③各種情報の提供等、を通して、農

家の安全な鶏卵生産に対する意識をさらに高

め、農家の経営向上に寄与していくことが出来

ると考える。 


